
絵
の
ち
が
い
は
7
つ
、
他
に
ま
ち
が
っ
た

行
動
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

美浜町人権尊重啓発協議会
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凡 例

昭
和
3
年（
１
９
２
８
）

　
第
１
回
男
子
普
通
選
挙 

実
施

昭
和
6
年（
１
９
３
１
）

　
満
州
事
変

昭
和
70
年（
１
９
９
５
）

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災

昭
和
80
年（
２
０
０
５
）

　
個
人
情
報
保
護
法 

施
行

昭
和
83
年（
２
０
０
８
）

　iPhone 

日
本
発
売

昭
和
97
年（
２
０
２
２
）

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

昭
和
96
年（
２
０
２
１
）

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

昭
和
99
年（
２
０
２
４
）

　
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）

昭
和
100
年（
２
０
２
５
）

　
大
阪
・
関
西
万
博

　
女
性
初
の
内
閣
総
理
大
臣
誕
生

昭
和
91
年（
２
０
１
６
）

人
権
三
法 

施
行

　
障
害
者
差
別
解
消
法

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

　
部
落
差
別
解
消
推
進
法

昭
和
20
年（
１
９
４
５
）

　
第
二
次
世
界
大
戦 

敗
戦

昭
和
22
年（
１
９
４
７
）

　
日
本
国
憲
法 

施
行

昭
和
28
年（
１
９
５
３
）

　
ら
い
予
防
法 

制
定

昭
和
21
年（
１
９
４
６
）

　
女
性
参
政
権 

行
使

昭
和
29
年（
１
９
５
４
）

　

美
浜
町
誕
生

昭
和
75
年（
２
０
０
０
）

　
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
法 

施
行

昭
和
72
年（
１
９
９
７
）

　
美
浜
町
人
権
教
育
研
究
会（
人
権
研
）へ
改
組

昭
和
71
年（
１
９
９
６
）

　
美
浜
町
人
権
尊
重
啓
発
協
議
会（
人
権
協
）へ
改
組

　
ら
い
予
防
法 

廃
止

　
母
体
保
護
法 

制
定（
優
生
保
護
法 

改
正
）

昭
和
16
年（
１
９
４
１
）

　
太
平
洋
戦
争 

勃
発

昭
和
12
年（
１
９
３
７
）

　
日
中
戦
争 

勃
発

昭
和
35
年（
１
９
６
０
）

　
第
１
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

イ
タ
リ
ア（
ロ
ー
マ
）

昭
和
64
年（
１
９
８
９
）

　
昭
和
天
皇 

逝
去

昭
和
39
年（
１
９
６
４
）

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

昭
和
40
年（
１
９
６
５
）

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約 

採
択

　
同
和
対
策
審
議
会
答
申

昭
和
53
年（
１
９
７
８
）

　
美
浜
町
で
同
和
対
策
事
業
ス
タ
ー
ト

昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

　
バ
ブ
ル
景
気
の
始
ま
り

昭
和
64
年（
１
９
８
９
）

　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

昭
和
61
年（
１
９
８
６
）

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法 

施
行

昭
和
86
年（
２
０
１
１
）

　
東
日
本
大
震
災

昭
和
77
年（
２
０
０
２
）

　
美
浜
町
地
域
改
善
対
策
事
業
終
結
宣
言

昭
和
66
年（
１
９
９
１
）

　
バ
ブ
ル
崩
壊

昭
和
23
年（
１
９
４
８
）

　
世
界
人
権
宜
言

　
優
生
保
護
法 

制
定

昭
和
44
年（
１
９
６
９
）

　
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）

　
美
浜
町
同
和
教
育
研
究
会（
美
同
研
）発
足

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）

　
大
阪
万
博

昭
和
47
年（
１
９
７
２
）

　
美
浜
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会（
同
推
協
）発
足

昭
和
47
年（
１
９
７
２
）

　
沖
縄 

本
土
復
帰

昭
和
44
年（
１
９
６
９
）

　
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
有
人
着
陸

昭
和
元
年
（
１
９
２
６
）

昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

昭
和
100
年（
２
０
２
５
）

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）

平成元年（1989） 令和元年（2019）

この100年の間に、社会は大きく発展を遂げてきました。また、人々の
権利も時代とともに大きく拡大してきました。
一方、未だに世界各地で戦争や紛争が続いています。また、新たな人権
課題も生まれてきています。
この先、「世界」は、「日本」は、どのように変わっていくのでしょうか。
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ウェルビーイングを妨げるもの

日本におけるジェンダーギャップ
◇教育格差
　日本の大学進学率は男子が56.6％、女子は50.7％と男子よりも低くなっています。また進路選択では、女子は理系よりも文系を選ぶ傾向があります。「女性は大学まで行かなくてもいい」「女子
は理系が苦手だ」という思い込みが根強く残っている可能性があります。また2021年の東京都立高校の入試で「男女別定員制」の影響で約800人が不合格になり、そのうちの約９割が女子だった
ということが問題になりました。（2024年全面廃止）

◇家事・育児の役割分担
　内閣府によると６歳未満の子どもがいる夫婦では、夫が家事・育児に費やす時間は妻の約５分の１にとどまっており、海外と比較すると非常に短くなっています。日本では「家事・育児は女性が
すべきだ」という価値観がまだまだ根強く、「ワンオペ育児」が流行語になり、過剰な家事育児の負担が女性の社会進出を遅らせる原因になっています。

◇雇用格差
　世間では「総合職は男性で、一般職は女性の仕事」という考えが残っています。さらに、企業が「女性は結婚や出産で退職する可能性がある」と考えている場合、出世する見込みのある総合職に
は男性を多く採用するケースもあります。また、非正規雇用人口は女性の方が多く、コロナ禍では多くの非正規雇用の女性が職を失い、女性の貧困にもつながっています。

◇職場でのハラスメント
　労働局雇用環境均等部に寄せられたセクハラの相談件数は年間7,000件を超えています。「女性は補助的な業務をすべき」という価値観から、お茶汲みや掃除を女性社員だけに割り振ったり、「男
性は仕事を優先すべき」という価値観から、男性社員が休暇を取りづらかったりする状況はハラスメントにあたる可能性があります。

UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）のトップを
務め、“ 戦争が生み出した弱者 ”である難民を救う
ために、世界を駆け回った緒方貞子。その業績が
今も国際社会で評価される、数少ない日本人リー
ダーの半生を、生い立ちから明らかにした話題作。

1945年、第二次世界大戦末期の
日本にタイムスリップした現代の女
子中学生・加納百合と特攻隊員の
青年・佐久間彰との時空を超えた
切ない恋の物語が描かれた作品。

外交官・杉原千畝は、1940 年リトアニアで、
ナチスの迫害から逃れようとしたユダヤ人難民
に、人道的立場から独断でビザを発給し、六千
人を超える人々の尊い命を救った。人権と国際
協調の時代の新たな旗手として高く評価された。

『
緒
方
貞
子　

戦
争
が
終
わ
ら

な
い
こ
の
世
界
で
』

（
著
）
小
山 

靖
史

『
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と

ま
た
出
会
え
た
ら
。』

（
著
）
汐
見 

夏
衛

『
杉
原
千
畝　

六
千
人
の
命
を

救
っ
た
外
交
官
』

小
学
館
版
学
習
ま
ん
が
人
物
館

『
さ
よ
な
ら
ジ
ャ
ン
ボ
』

（
作
）
や
な
せ 

た
か
し

『
戦
争
は
女
の
顔
を
し
て
い
な
い
３
』

（
作
画
）小
梅 

け
い
と

（
原
作
）�ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ・	

ア
レ
ク
シ
ェ
ー
ヴ
ィ
チ

南の国からやって来た、象のジャンボと象使いのバルー。
小さな国で、みんな楽しく暮らしていましたが、ある日東
と西の国の戦争に巻き込まれてしまいます。国民の命を
守るため、王様はジャンボを殺そうとするのですが…。平
和の尊さと命の重さについて問う、時を超えたメッセージ。

第二次世界大戦中のソ連とドイツが戦っ
ていた頃の証言を集めた本のコミカライ
ズ版。今巻はロシアとウクライナの戦い
を想起させ戦争の悲惨さを際立てて感じ
る。原作者はノーベル文学賞受賞作家。

本の紹介	 美浜町立図書館に置いてあります。� （町立図書館には、他にも戦争をあつかった本があります。）

（①②③④）
80 歳代
①　②
③
④
 
50 歳代
①
②
③
④
 
20 歳代
①　②
③
④

子どもの頃
よくした遊び

子どもの頃
なりたかった職業

町内のあるお宅で聞きました

今と当時の相違点 戦争への意識

ビー玉、めんこ…近所
の子たちとよく遊んで
いた

野球選手、SL の運転手

お花屋さん、ケーキ屋さん

お花屋さん

当時は貧しかったが、学校で過ごす毎
日は楽しかった。テレビよりラジオの
生活。現在は、豊かになりすぎていると
感じる（何でも物が手に入る、物であふ
れている）ので、低年齢の子でもゲーム
をしたりと生活形態がすごく変化した
と思う。

当時は電話もしくは直接会うという
方法以外に人とつながるツールがな
く、交換日記もしていたが、今は SNS
でいろいろな人と繋がることができ
る。便利になった一方で、1人 1人と
の結びつきは薄れていると感じる。

10 年ほど前は、今よりも
スマホやゲーム機を持つ
子が少ない（持ち始める年
齢が高かった）ので、外遊
びする子が多かった。学年
を超えてみんなで遊んで
いた印象。

当時、復員（※）してくる人が身近
にもいて身をもって戦争を感じ
たが、戦争体験をしている人が
減っている今、意識は薄れてい
ると感じる。

薄れている。小学校の頃、図書
館で「はだしのゲン」を借りて
読む子が多くいたり、家族（自
分の祖父母）が戦争に行ったり
して、自分の生活と結びつくこ
とも多く意識も高かった。

ニュースで終戦日を知らない子
が増えていると言っていたり、家
族内で話す機会も減り、経験談を
聞く機会も減ったりしているの
で、意識は薄れてしまっている。
自ら知ろうという意思や意欲が
ないと情報や知識も得ることが
難しいと思う。平和が当たり前に
なっているので、普通の毎日に感
謝しないといけないと思う。

おにごっこ、かくれんぼ、
めんこ…学校終わり、地
区の集会所で遊んだ

鬼ごっこ、一輪車

80歳代
男性
80歳代
男性

80歳代
男性
80歳代
男性

80歳代
男性
80歳代
男性

80歳代
男性
80歳代
男性

50歳代
女性
50歳代
女性

50歳代
女性
50歳代
女性

50歳代
女性
50歳代
女性

50歳代
女性
50歳代
女性

20歳代
女性
20歳代
女性

20歳代
女性
20歳代
女性

20歳代
女性
20歳代
女性

20歳代
女性
20歳代
女性

昭和100年　
「3世代インタビュー」

（※）兵役を解かれて帰省すること
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今も残る戦争の歴史と遺産
戦後80年、日本は戦争の当事者に立つことなく世代を重ね、戦争は遠い過去

の「歴史」となりました。戦争体験は、語り部や石碑、映像や史資料等で記録され、
戦争の歴史を後世に残す「遺産」となりました。

戦時中に造られ、戦後に姿を変えて再利用されたり、モニュメント的に残され
た「戦争遺構」もまた、都市の再開発等で急速に数を減らし、近年は文化財指定
を受け、「遺産」として保存されるケースもみられます。

美浜町内に残る戦争遺構の一つに、「防空壕」があ
ります。空襲から逃れるため、山裾の斜面や崖、家
の地下を掘り抜いた防空壕は、戦後多くが埋没し、
その数は判然としません。

平成17年（2005）1月1日付けの朝日新聞に、
福井県内の防空壕痕跡を調査し、美浜町では当時八ヶ
所確認されたという記事があります。最近では、美
浜東小学校の児童が、佐田地区に残る二ヶ所の防空
壕を見学したことがニュースになりました。

戦争を「歴史」と片付けるのではなく、残された「遺
産」に触れて、後世に残し伝える事が求められます。

戦後80年を迎えて 〜平和のありがたさを胸に〜
2025年、第二次世界大戦の終結から80年を迎えました。今、私たちは長い平

和の中で暮らしています。戦争を知らない世代が国民の大半を占めるようになり、
日常の「平和」は当たり前のように感じられるかもしれません。

しかし、世界に目を向けると、いまだに戦火が絶えません。ウクライナや中東
などでは、多くの人々が故郷を追われ、命を落としています。平和の尊さを知る
私たち日本人だからこそ、その現実を他人事にせず、平和
を願い続ける責任があります。

戦後80年という節目は、過去の犠牲の上に築かれた現
在の平和を見つめ直す機会でもあります。次の世代へこの
平和を引き継ぐために、私たち一人ひとりが思いやりと対
話を大切にし、争いのない世界を目指して歩んでいきま
しょう。

「50年後のミライ」について、中学生に聞いてみました

　50年後、戦争のない平和な世界になっていると思いますか。ど
うしてそう思いますか。

僕は50年後、戦争のない平和な世界になっていると思います。
第二次世界大戦で広島や長崎に原爆が落とされ、人々がその悲惨さを分かり

あっているから、これからは戦争のない平和な世界になると思います。世界中の
人々が戦争の恐ろしさを知ることが大切だと思います。戦争の恐ろしさなどを少
しでも伝えることで生きやすい社会になると思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（美浜中３年 T.H）

50年後、今よりも生きやすい社会になっていると思いますか。
どんな点が生きやすい（生きにくい）社会になっていると思いま
すか。

私は50年後、今よりももっと生きやすい社会になっていると思います。
理由は、お互いの個性を認め合って生きていく、そんな世の中になりつつある

と日々感じているからです。
例えば性別にとらわれずに生きている人が増えていたり、同じ性別の人を好き

になっていたりしても、私は一人の人間として素敵だなと思います。
（美浜中３年　O.S）

50年後、美浜町はどんな町になっていると思いますか。また、
どんな町になっていてほしいと思いますか。

私は50年後の美浜町が、誰が見てもきれいと思える自然あふれる美浜町であっ
てほしいです。

美浜町には、海、山、花、川、湖など自然がたくさんあります。海の周りのご
みが無くなれば、もっともっときれいな海になると思います。その良さを生かし
たまま美浜町が発展したら嬉しいです。そのためにも、地域の人たち全員で協力
して活動できたらいいなと思います。日本のどこへ行っても、やっぱり美浜町っ
ていいなと思えるふるさとになってほしいです。

（美浜中３年　M.R）

【まちがいさがしの答え】　
①国会上空→暗雲（議員の男女比は相変わらず…）
②ナースキャプ→かぶっていない　③なし（体罰が×）
④茶碗でお茶出し→マイボトル　⑤零戦→軍事用ドローン
⑥歩きたばこ→歩きスマホ　⑦犬→ロボット（家事負担の男女比も×）　
⑧保育士さんが女性→男性　⑨なし（モンスターペアレントが×）

画像提供　ＭＭネット
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みんなの笑顔が
MIHAMA
かがやく美浜


